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飯田市農業振興ビジョン 中期の「基本的方向」について 

 産業経済部 農業課 

 

１ 見直しの内容 

・飯田市農業振興ビジョン（計画期間 2018～2028）は、2028 年までの 11 年間で目指す姿を示す「基本構想」、

基本構想の実現に向けた重点的な取組をまとめた「基本的方向」で構成している。 

・「基本的方向」は、計画期間を前期・中期・後期に区分し、見直しを行うこととしている。 
 

前期（３年間） 

2018(H30)～2020(R2) 

中期（４年間） 

2021(R3)～2024(R6) 

後期（４年間） 

2025(R7)～2028(R10) 
 

・いいだ未来デザイン 2028 中期計画や、地域経済活性化プログラムの検討に合わせ、中期の「基本的方向」を 

策定し、その内容を反映した農業振興ビジョンの改訂を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 検討の状況 

９月～10 月 

10 月～11 月 

 

11 月下旬 

12 月 14 日 

前期の振り返り 

農業振興ビジョン見直し検討会（３回 うち１回は産業振興審議会分野別会議に合わせ開催。

農業者、農業関係団体、観光事業者、まちづくり委員会で構成） 

原案について検討会委員に意見聴取 

令和２年第４回定例会 産業建設委員会協議会 

３ 意見聴取の結果 

(1) パブリックコメント １月 15 日～２月 15 日 

(2) 関係団体等への意見聴取 １月下旬～２月中旬 

飯田市農業委員会／みなみ信州農業協同組合／下伊那園芸農業協同組合／龍峡酪農業協同組合 

／南信酪農業協同組合／竜西土地改良区／小渋川土地改良区 

(3) 寄せられた意見 

①内容の変更を伴うもの    ０件 

②今後の取組の参考とするもの ３件（パブリックコメント１件、関係団体の意見２件） 

４ 付属資料 

・飯田市農業振興ビジョン改訂版（概要版）  資料№6-2 

 ・飯田市農業振興ビジョン改訂版（本冊）   資料№6-3 

基本構想（11 年間） 
◆キャッチフレーズ ～誰もが考え実践できる、特色ある地域農業の実現～ 

地域農業の将来像  目指す農業・地域の姿 

基本的方向（前期・中期・後期） 
基本構想の実現に向けて重点的に取り組むもの 

◆基本目標：取組のテーマ、考え方 
◆確認指標：取組の進捗や達成状況の確認指標 

具体的取組（１年間） 
基本的方向の基本目標の実現に向けて具体的に取り組むもの 

◆地域経済活性化プログラム（農業分野） 
◆事務事業進行管理表 

農業振興施策の推進体制 
関係機関との連携：農業振興センターを軸とした協働体制の再構築 
地域団体との連携：農業振興委員と連携した地区農業振興会議の活性化 

 

 認定農業者 農業法人 販売農家 自給的農家 

地域組織 

今回の見直し部分 

農業協同組合 

飯田市農業振興ビジョンの構成 

多様な主体 

行政（県・市） 農業団体等 


